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1. 長寿命化修繕計画の基本方針

1.1 基本方針

（1） 背景と目的

名護市が管理するトンネルは、令和 5 年（2023 年） 現在で 2 トンネルでありま

す。

近い将来、従来の対症療法型の維持管理を続けた場合、維持管理コストが膨大と

なり、適切な維持管理を続けることが困難となることが予測されます。

経過年数と健全度の予測

そのため、名護市民の安全で安心な生活を確保し、限られた予算の中で効率的か

つ効果的にトンネルの維持管理を行い、健全な道路ネットワークを保全する目的で

令和 2 年 2月に「名護市 トンネル長寿命化修繕計画」を策定しました。

前回の策定より 3 年が経過したことから、改めて定期点検を実施した結果を踏ま

えて、長寿命化計画の更新を行い、地域の道路網の安全性・信頼性を確保すること

を計画更新の目的とします。

（2） 対象施設・点検結果及び次回点検

長寿命化修繕計画の対象施設は、名護市が管理する 2トンネルとします。

※仲尾トンネルは２回改修工事が行われております。

第１回目：昭和１４年(１９３９年)

第２回目：昭和４１年(１９６６年)

現在

令和5年(2023年)

10 年後

令和 15年(2033 年)

20 年後

令和 25年(2043 年)

健
全
度

仲尾トンネル Ⅱ Ⅲ Ⅲ

タクジトンネル Ⅱ Ⅱ Ⅲ

名 称 工 法 竣工年度
延長

(m)

点検結果 健全度
次回

点検予定

年度

前回 今回

平成 29 年

(2017 年)

令和 4年

(2022 年)

仲尾トンネル 矢板工法 大正 8年(1919 年) 30.0 Ⅱ Ⅱ
令和 9年

(2027 年)
タクジトンネル 山岳ﾄﾝﾈﾙ工法 平成 7年(1995 年) 368.0 Ⅱ Ⅱ
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（3） 計画期間

長寿命化修繕計画の計画期間は、令和 5年度から令和１４年度までの１０年間と

します。 また、トンネルの定期点検は 5年毎とします。最新の定期点検結果と修

繕の実施状況を踏まえて、修繕計画を 5 年毎に見直します。

（4） 管理トンネルの現状

現在のトンネルの健全性を集計した結果、健全性Ⅱとなりました。 前回の点検

で健全性Ⅱと判定されたトンネルは、進行が見られるものの、今回点検結果も健全

度Ⅱとなっています。

(5）修繕の措置及び優先順位（長寿命化修繕計画一覧表参照）

予算の制約等により、一度に全ての修繕を実施することは困難です。そのため、

基本的に 劣化・損傷の程度(健全性の評価)が大きいトンネルから修繕を実施する

こととなりますが、タクジトンネルの場合は、覆工スパン(1～6)の起点側より修繕

を実施する予定です。

措置 仲尾トンネル ：令和 6年度修繕予定

タクジトンネル ：令和 11 年度・令和 13 年度修繕予定

(6）目標

損傷が深刻化してから大規模な修繕を行う事後保全(対症療法型)から、損傷が

軽微なうちに修繕を行う「予防保全型」に転換し、ライフサイクルコストの縮

減を図ります。

① 健全性がⅡのトンネルについては、「予防保全型」の維持管理を計画し、トン

ネルの寿命を延ばすことで長期的な維持管理費用の縮減を目指します。

表-1 トンネルの健全性の診断区分
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② 健全性がⅢに進行した場合は、早期に対策を行った後、「予防保全型」の維持

管理を計画し、トンネルの寿命を伸ばすことで長期的な維持管理費用の縮減を

目指します。

（7） 予算の平準化

修繕が一時期に集中し予算が不足した場合（タクジトンネル）は、優先度の高い

覆工スパンから修繕を実施するなど、修繕時期の変更により予算を平準化し、継続

的な事業の推進を図ります。

1.2 コスト縮減のための取り組み

名護市は、トンネルの維持管理や修繕に掛かる費用を縮減するため、下記に示す維

持管理を実施します。

（1） 予防保全型の維持管理への転換

損傷が深刻化してから大規模な修繕を行う事後保全(対症療法型)から、損傷が軽

微なうちに修繕を行う「予防保全型」に維持管理方法を転換します。

（2） ライフサイクルコストの低減による維持管理費用の縮減

ライフサイクルコストとは、トンネルの補修費用と維持管理に要する費用など、

トンネルを使用している全期間に要する費用の総額です。

長寿命化修繕計画では、ライフサイクルコストを可能な限り小さくなるよう維持

管理を行うことを検討し、計画に反映することによって維持管理費用の縮減を図り

ます。

1.3 集約化・撤去に関する取り組み

集約化・撤去対象の検討を行った結果、管理する施設は、山間部に位置しており、迂

回路がない路線であること、隣接する迂回路を通行した場合、約 15ｋｍ（所要時間 10

分）を迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため集約化・撤去を行うことが

困難である。周辺の状況や施設の利用状況を踏まえて、再度検討を行う。
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1.4 新技術の活用

近年、トンネル点検に関する新技術の開発が進んでいます。今後の点検及び維持管

理の効率化、修繕コスト削減を目的とし 2 トンネルについて、「点検支援技術性能カ

タログ （国土交通省）」や「NETIS（国土交通省：新技術情報提供システム）」等に登

録されたトンネルの新技術(覆工画像計測技術)の活用を検討して、費用の縮減や点検

の効率化・高度化を図ります。

(1)定期点検における新技術活用

令和 5 年度から 9 年度の 5 年間のうちに

実施する点検において、管理する 2 トンネル

を対象として新技術等を採用することにより

点検費用を約300 千円縮減することを目標と

します。

(2)修繕計画における新技術活用

令和 5 年度から 9 年度の 5 年間で、管理

する 2 トンネルを対象としてこれらの修繕等

の措置を行うことにより約 300 千円縮減することを目標とします。

図 1-1 工法概念図 写真 1-1 施工状況

使用イメージ

※ NETIS（新技術情報提供システム）：国土交通省より参照

※ NETIS（新技術情報提供システム）：国土交通省より参照
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2. 長寿命化修繕計画

この計画は、点検結果や予算状況等に応じて見直し、更新を行います。

2.1 個別の修繕優先度一覧表

【判定区分】 Ⅰ：健全、 Ⅱ：予防保全段階、 Ⅲ：早期措置段階、 Ⅳ：緊急措置段階

箇所数 損傷点(1) 箇所数 損傷点(2) 箇所数 損傷点(3)

(100㎡当り) ×1.0 (100㎡当り) ×0.5 (100㎡当り) ×0.2 ×1.2 (a) (b) (c=(b-a)) (b=(100-c)) (e) (0.6b+0.4e)

仲尾トンネル

S001 30.00 0 0 25.9 12.95 8.9 1.78 14.7 1.2 17.6 Ⅱ 80 62.4 37.60 18.8 30.08 1

タクジトンネル

S001 8.40 0 0 12.2 6.1 14.1 2.82 8.9 1.2 10.7 Ⅱ 80 69.3 30.70 24.0 28.02 2

S002 7.70 0 0 8.4 4.2 7.7 1.54 5.7 1.2 6.8 Ⅱ 80 73.2 26.80 24.0 25.68 3

S003 7.70 0 0 5.6 2.8 4.2 0.84 3.6 1.2 4.3 Ⅱ 80 75.7 24.30 24.0 24.18 8

S004 8.00 0 0 3.4 1.7 1.3 0.26 2 1.2 2.4 Ⅱ 80 77.6 22.40 24.0 23.04 12

S005 7.40 0 0 3.6 1.8 0.7 0.14 1.9 1.2 2.3 Ⅱ 80 77.7 22.30 24.0 22.98 13

S006 10.35 0 0 5.2 2.6 0 0 2.6 1.2 3.1 Ⅰ 100 96.9 3.10 24.0 11.46 26

S007 10.35 0 0 4.2 2.1 0 0 2.1 1.2 2.5 Ⅰ 100 97.5 2.50 24.0 11.10 32

S008 10.35 0 0 4.2 2.1 0.5 0.1 2.2 1.2 2.6 Ⅰ 100 97.4 2.60 24.0 11.16 30

S009 10.35 0 0 10.4 5.2 1 0.2 5.4 1.2 6.5 Ⅱ 80 73.5 26.50 24.0 25.50 5

S010 10.35 0 0 7.8 3.9 0 0 3.9 1.2 4.7 Ⅰ 100 95.3 4.70 24.0 12.42 17

S011 10.35 0 0 6.8 3.4 0 0 3.4 1.2 4.1 Ⅰ 100 95.9 4.10 24.0 12.06 21

S012 10.35 0 0 3.6 1.8 0 0 1.8 1.2 2.2 Ⅰ 100 97.8 2.20 24.0 10.92 34

S013 10.35 0 0 1.6 0.8 0 0 0.8 1.2 1 Ⅰ 100 99 1.00 24.0 10.20 40

S014 10.35 0 0 5.2 2.6 0 0 2.6 1.2 3.1 Ⅰ 100 96.9 3.10 24.0 11.46 26

S015 10.35 0 0 5.2 2.6 0 0 2.6 1.2 3.1 Ⅰ 100 96.9 3.10 24.0 11.46 26

S016 10.35 0 0 3.1 1.55 0 0 1.6 1.2 1.9 Ⅱ 80 78.1 21.90 24.0 22.74 14

S017 10.35 0 0 2.1 1.05 0 0 1.1 1.2 1.3 Ⅰ 100 98.7 1.30 24.0 10.38 37

S018 10.35 0 0 5.7 2.85 0 0 2.9 1.2 3.5 Ⅰ 100 96.5 3.50 24.0 11.70 23

S019 10.35 0 0 3.6 1.8 0 0 1.8 1.2 2.2 Ⅰ 100 97.8 2.20 24.0 10.92 34

S020 10.35 0 0 4.2 2.1 0 0 2.1 1.2 2.5 Ⅱ 80 77.5 22.50 24.0 23.10 11

S021 10.35 0 0 2.1 1.05 0 0 1.1 1.2 1.3 Ⅰ 100 98.7 1.30 24.0 10.38 37

S022 10.35 0 0 2.1 1.05 0 0 1.1 1.2 1.3 Ⅰ 100 98.7 1.30 24.0 10.38 37

S023 10.35 0 0 5.7 2.85 0 0 2.9 1.2 3.5 Ⅱ 80 76.5 23.50 24.0 23.70 9

S024 10.35 0 0 4.2 2.1 0 0 2.1 1.2 2.5 Ⅰ 100 97.5 2.50 24.0 11.10 32

S025 10.35 0 0 4.2 2.1 0 0 2.1 1.0 2.1 Ⅰ 100 97.9 2.10 24.0 10.86 36

S026 10.35 0 0 5.7 2.85 0 0 2.9 1.2 3.5 Ⅰ 100 96.5 3.50 24.0 11.70 23

S027 10.35 0 0 5.7 2.85 0 0 2.9 1.2 3.5 Ⅰ 100 96.5 3.50 24.0 11.70 23

S028 10.35 0 0 9.4 4.7 0 0 4.7 1.2 5.6 Ⅰ 100 94.4 5.60 24.0 12.96 15

S029 10.35 0 0 5.2 2.6 0 0 2.6 1.2 3.1 Ⅰ 100 96.9 3.10 24.0 11.46 26

S030 10.20 0 0 4.7 2.35 0 0 2.4 1.2 2.9 Ⅱ 80 77.1 22.90 24.0 23.34 10

S031 7.30 0 0 4.4 2.2 0 0 2.2 1.2 2.6 Ⅰ 100 97.4 2.60 24.0 11.16 30

S032 7.30 0 0 7.4 3.7 0 0 3.7 1.2 4.4 Ⅱ 80 75.6 24.40 24.0 24.24 7

S033 7.80 0 0 7.6 3.8 0 0 3.8 1.2 4.6 Ⅰ 100 95.4 4.60 24.0 12.36 18

S034 7.50 0 0 9.3 4.65 0 0 4.7 1.2 5.6 Ⅰ 100 94.4 5.60 24.0 12.96 15

S035 7.80 0 0 7.6 3.8 1.4 0.28 4.1 1.2 4.9 Ⅱ 80 75.1 24.90 24.0 24.54 6

S036 7.80 0 0 5.5 2.75 2.8 0.56 3.3 1.2 4 Ⅰ 100 96 4.00 24.0 12.00 22

S037 7.80 0 0 5.5 2.75 4.1 0.82 3.6 1.2 4.3 Ⅰ 100 95.7 4.30 24.0 12.18 19

S038 7.50 0 0 7.2 3.6 0 0 3.6 1.2 4.3 Ⅰ 100 95.7 4.30 24.0 12.18 19

S039 9.40 0 0 10 5 3 0.6 5.6 1.2 6.7 Ⅱ 80 73.3 26.70 24.0 25.62 4

優先度

点数 優先
順位

優先順位

表-8 個別の修繕優先度（道路トンネル　スパン毎)

ｱｰﾁ部

評価

損傷点

合計
基礎点

健全性

点数

損傷度

点数

重要度

点数

覆工スパン

番号

覆工スパン

（ｍ）

損傷点の算定 覆工ス

パン毎

健全性

外力 材質劣化 漏水
損傷点

小計
(1)+(2)+(3)
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※定期点検結果の整理

点検結果より、覆工スパン毎に損傷の要因毎及び変状の部位別の状況を整理しました。

タクジトンネル（建設年次1915年）

外力 材質劣化 漏水 外力 材質劣化 漏水

PS

S001 8.4 0 19 22 18.6 0 12.2 14.1 有 有 有 有 Ⅱ

S002 7.7 0 12 11 18.6 0 8.4 7.7 有 有 有 有 Ⅱ

S003 7.7 0 8 6 18.6 0 5.6 4.2 有 有 有 有 Ⅱ

S004 8.0 0 5 2 18.6 0 3.4 1.3 有 有 有 有 Ⅱ

S005 7.4 0 5 1 18.6 0 3.6 0.7 有 有 有 有 Ⅱ

S006 10.4 0 10 0 18.6 0 5.2 0 有 有 有 有 Ⅰ

S007 10.4 0 8 0 18.6 0 4.2 0 有 有 有 有 Ⅰ

S008 10.4 0 8 1 18.6 0 4.2 0.5 有 有 有 有 Ⅰ

S009 10.4 0 20 2 18.6 0 10.4 1 有 有 有 有 Ⅱ

S010 10.4 0 15 0 18.6 0 7.8 0 有 有 有 有 Ⅰ

S011 10.4 0 13 0 18.6 0 6.8 0 有 有 有 有 Ⅰ

S012 10.4 0 7 0 18.6 0 3.6 0 有 有 有 有 Ⅰ

S013 10.4 0 3 0 18.6 0 1.6 0 有 有 有 有 Ⅰ

S014 10.4 0 10 0 18.6 0 5.2 0 有 有 有 有 Ⅰ

S015 10.4 0 10 0 18.6 0 5.2 0 有 有 有 Ⅰ

S016 10.4 0 6 0 18.6 0 3.1 0 有 有 有 有 Ⅱ

S017 10.4 0 4 0 18.6 0 2.1 0 有 有 有 有 Ⅰ

S018 10.4 0 11 0 18.6 0 5.7 0 有 有 有 有 Ⅰ

S019 10.4 0 7 0 18.6 0 3.6 0 有 有 有 有 Ⅰ

S020 10.4 0 8 0 18.6 0 4.2 0 有 有 有 有 Ⅱ

S021 10.4 0 4 0 18.6 0 2.1 0 有 有 有 有 Ⅰ

S022 10.4 0 4 0 18.6 0 2.1 0 有 有 有 有 Ⅰ

S023 10.4 0 11 0 18.6 0 5.7 0 有 有 有 有 Ⅱ

S024 10.4 0 8 0 18.6 0 4.2 0 有 有 有 Ⅰ

S025 10.4 0 8 0 18.6 0 4.2 0 有 有 有 Ⅰ

S026 10.4 0 11 0 18.6 0 5.7 0 有 有 有 有 Ⅰ

S027 10.4 0 11 0 18.6 0 5.7 0 有 有 有 有 Ⅰ

S028 10.4 0 18 0 18.6 0 9.4 0 有 有 有 有 Ⅰ

S029 10.4 0 10 0 18.6 0 5.2 0 有 有 有 有 Ⅰ

S030 10.2 0 9 0 18.6 0 4.7 0 有 有 有 有 Ⅱ

S031 7.3 0 6 0 18.6 0 4.4 0 有 有 有 Ⅰ

S032 7.3 0 10 0 18.6 0 7.4 0 有 有 有 Ⅱ

S033 7.8 0 11 0 18.6 0 7.6 0 有 有 有 Ⅰ

S034 7.5 0 13 0 18.6 0 9.3 0 有 有 有 有 Ⅰ

S035 7.8 0 11 2 18.6 0 7.6 1.4 有 有 有 Ⅱ

S036 7.8 0 8 4 18.6 0 5.5 2.8 有 有 有 有 Ⅰ

S037 7.8 0 8 6 18.6 0 5.5 4.1 有 有 有 有 Ⅰ

S038 7.5 0 10 0 18.6 0 7.2 0 有 有 有 有 Ⅰ

S039 9.4 0 17 5 18.6 0 9.7 2.9 有 有 有 有 Ⅱ

覆工スパン

（ｍ）

覆工スパン番

号
スパン毎の箇所数 周長

(m)

100m2当たりの箇所数

損傷箇所数（要因毎）

左ｱｰﾁ 右ｱｰﾁ 右側

変状部位別
覆工スパン毎

健全性左側

仲尾トンネル（建設年次1919年）

外力 材質劣化 漏水 外力 材質劣化 漏水

PS

S001 30.00 0 105 36 13.5 0 25.9 8.9 有 有 有 有 Ⅱ

覆工スパン番

号
スパン毎の箇所数 周長

(m)

100m2当たりの箇所数

損傷箇所数（要因毎）
覆工スパン毎

健全性

覆工スパン

（ｍ） 左側 左ｱｰﾁ 右ｱｰﾁ 右側

変状部位別
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覆工スパン毎に損傷個数及びアーチ部の損傷を考慮して健全性の点数付けを下記のように
行いました

※損傷個所数については、100m2 当たりに換算した。

※損傷の要因の区分、損傷に対する重み付けとして、①外力＝1.0、②材質劣化＝0.5、漏水＝0.2 として損傷点数を

算出した。

※アーチ部分の損傷個所の有無を、損傷点数に配慮（×1.2）した。

※健全性の診断の基準値（上限値）より、損傷点数を差し引き、健全度点数を算出した。

※タクジトンネルの健全性Ⅱの覆工 13 スパンの平均値＝

(69.3+73.2+75.7+77.6+77.7+73.5+78.1+77.5+76.5+77.1+75.6+75.1+65.6)/13＝74.8 点

箇所数 損傷点(1) 箇所数 損傷点(2) 箇所数 損傷点(3)

(100㎡当り) ×1.0 (100㎡当り) ×0.5 (100㎡当り) ×0.2 ×1.2 (a) (b) (c=(b-a))

仲尾トンネル

S001 30.00 0 0 25.9 12.95 8.9 1.78 14.7 1.2 17.6 Ⅱ 80 62.4

タクジトンネル

S001 8.40 0 0 12.2 6.1 14.1 2.82 8.9 1.2 10.7 Ⅱ 80 69.3

S002 7.70 0 0 8.4 4.2 7.7 1.54 5.7 1.2 6.8 Ⅱ 80 73.2

S003 7.70 0 0 5.6 2.8 4.2 0.84 3.6 1.2 4.3 Ⅱ 80 75.7

S004 8.00 0 0 3.4 1.7 1.3 0.26 2 1.2 2.4 Ⅱ 80 77.6

S005 7.40 0 0 3.6 1.8 0.7 0.14 1.9 1.2 2.3 Ⅱ 80 77.7

S006 10.35 0 0 5.2 2.6 0 0 2.6 1.2 3.1 Ⅰ 100 96.9

S007 10.35 0 0 4.2 2.1 0 0 2.1 1.2 2.5 Ⅰ 100 97.5

S008 10.35 0 0 4.2 2.1 0.5 0.1 2.2 1.2 2.6 Ⅰ 100 97.4

S009 10.35 0 0 10.4 5.2 1 0.2 5.4 1.2 6.5 Ⅱ 80 73.5

S010 10.35 0 0 7.8 3.9 0 0 3.9 1.2 4.7 Ⅰ 100 95.3

S011 10.35 0 0 6.8 3.4 0 0 3.4 1.2 4.1 Ⅰ 100 95.9

S012 10.35 0 0 3.6 1.8 0 0 1.8 1.2 2.2 Ⅰ 100 97.8

S013 10.35 0 0 1.6 0.8 0 0 0.8 1.2 1 Ⅰ 100 99

S014 10.35 0 0 5.2 2.6 0 0 2.6 1.2 3.1 Ⅰ 100 96.9

S015 10.35 0 0 5.2 2.6 0 0 2.6 1.2 3.1 Ⅰ 100 96.9

S016 10.35 0 0 3.1 1.55 0 0 1.6 1.2 1.9 Ⅱ 80 78.1

S017 10.35 0 0 2.1 1.05 0 0 1.1 1.2 1.3 Ⅰ 100 98.7

S018 10.35 0 0 5.7 2.85 0 0 2.9 1.2 3.5 Ⅰ 100 96.5

S019 10.35 0 0 3.6 1.8 0 0 1.8 1.2 2.2 Ⅰ 100 97.8

S020 10.35 0 0 4.2 2.1 0 0 2.1 1.2 2.5 Ⅱ 80 77.5

S021 10.35 0 0 2.1 1.05 0 0 1.1 1.2 1.3 Ⅰ 100 98.7

S022 10.35 0 0 2.1 1.05 0 0 1.1 1.2 1.3 Ⅰ 100 98.7

S023 10.35 0 0 5.7 2.85 0 0 2.9 1.2 3.5 Ⅱ 80 76.5

S024 10.35 0 0 4.2 2.1 0 0 2.1 1.2 2.5 Ⅰ 100 97.5

S025 10.35 0 0 4.2 2.1 0 0 2.1 1.0 2.1 Ⅰ 100 97.9

S026 10.35 0 0 5.7 2.85 0 0 2.9 1.2 3.5 Ⅰ 100 96.5

S027 10.35 0 0 5.7 2.85 0 0 2.9 1.2 3.5 Ⅰ 100 96.5

S028 10.35 0 0 9.4 4.7 0 0 4.7 1.2 5.6 Ⅰ 100 94.4

S029 10.35 0 0 5.2 2.6 0 0 2.6 1.2 3.1 Ⅰ 100 96.9

S030 10.20 0 0 4.7 2.35 0 0 2.4 1.2 2.9 Ⅱ 80 77.1

S031 7.30 0 0 4.4 2.2 0 0 2.2 1.2 2.6 Ⅰ 100 97.4

S032 7.30 0 0 7.4 3.7 0 0 3.7 1.2 4.4 Ⅱ 80 75.6

S033 7.80 0 0 7.6 3.8 0 0 3.8 1.2 4.6 Ⅰ 100 95.4

S034 7.50 0 0 9.3 4.65 0 0 4.7 1.2 5.6 Ⅰ 100 94.4

S035 7.80 0 0 7.6 3.8 1.4 0.28 4.1 1.2 4.9 Ⅱ 80 75.1

S036 7.80 0 0 5.5 2.75 2.8 0.56 3.3 1.2 4 Ⅰ 100 96

S037 7.80 0 0 5.5 2.75 4.1 0.82 3.6 1.2 4.3 Ⅰ 100 95.7

S038 7.50 0 0 7.2 3.6 0 0 3.6 1.2 4.3 Ⅰ 100 95.7

S039 9.40 0 0 9.7 4.85 2.9 0.58 5.4 1.2 6.5 Ⅱ 80 73.5

表-5 健全性の点数付けによる評価点

損傷点の算定 健全度

健全性

点数

覆工スパン番

号

覆工スパン

（ｍ）
基礎点

外力 材質劣化 漏水
損傷点

小計
(1)+(2)+(3)

覆工ス

パン毎

健全性
ｱｰﾁ部

評価

損傷点

合計
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トンネル毎の重要度
※重要度の設定については、橋梁等⻑寿命化計画に準じて以下の評価項目で点数付け行
います。

※その他、特定の損傷（アルカリ骨材反応、構造的なひび割れ等）で早期措置が必要と
思われる施設について、選定し対策内容の検討を行います。
施設毎に 10 項目の評価指標に準じて、重要度の点数付けを下記のように行いました。
（3.4.8 各トンネルの重要度の設定 参照）

優先順位付けの設定
※修繕優先度の設定は、以下に基づいて行います。（沖縄県 ⻑寿命化 参考）

【損傷度】
修繕優先度評価点の算出＝（100−健全度評価点）×60％＋重要度評価点×40％

評価指標 重み係数 区分別配点
1-1)緊急輸送道路
1-2)重要施設アクセス

0.17 17

2)道路等級 0.04 4
3)バス路線 0.02 2
4)迂回路の有無 0.05 5
5)観光地アクセス 0.03 3
6)塩害地域 0.12 12
7)竣工年次(供用年数) 0.08 8
8)延⻑ 0.19 19
9)交差条件(第三者被害) 0.18 18
10)立地条件(沿道環境) 0.12 12

1.00 100

表-7 個別の重要度（道路トンネル）

1
仲尾
トンネル

仲尾ﾄﾝﾈﾙ線 その他 200 1919 30 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 6.0 5.0 4.8 0.0 0.0 - 18.8

2
タクジ
トンネル

羽路大川線 2級 2,500 1995 368 0.0 2.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 19.0 0.0 0.0 - 24.0

竣工
年次
(西暦)

番
号

トンネル名 路線名称
道路
等級

海岸線
よりの
距離
(m)

延長
(m)

各重要度評価項目の評価点

その
他優
先す
べき
もの

重要度
評価点

緊急輸送
道路 ・

重要施設
ｱｸｾｽ路

道路
等級

バス
路線

迂回路
の有無

観光地
ｱｸｾｽ

塩害
地域

竣工
年次

延長
交差
条件

立地
条件

表-6 重要度の評価指標について
１）緊急輸送道路
２）道路等級
３）バス路線
４）迂回路の有無
５）観光地アクセス

６）塩害地域
７）竣工年次
８）延長
９）交差条件
10）立地条件

重要度による配点
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2.2 対象療法型と予防保全型の比較

＜対症療法型と予防保全型のコスト縮減比較（LCC比較）＞
前提条件 1（仲尾 トンネル）：劣化曲線、修繕頻度、管理限界
① 修繕工事の実施頻度は、下記の劣化曲線より、予防保全型では 56 年、対症療法型で

は 74 年となる。修繕開始時期は現時点から約 1年及び 19 年後となる。
②予防保全型における目標水準は、健全度Ⅱの最低ライン（60点）とし、対症療型の限
界水準は、健全度Ⅲの最低ライン（30点）としました。

前提条件 1（タクジトンネル）：劣化曲線、修繕頻度、管理限界
① 修繕工事の実施頻度は、下記の劣化曲線より、予防保全型では 32 年、対症療法型で

は 43 年となる。修繕開始時期は現時点から約 5年及び 16 年後となる。
② 予防保全型における目標水準は、健全度Ⅱの最低ライン（60点）とし、対症療型の

限界水準は、健全度Ⅲの最低ライン（30点）としました。

0
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40
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60

70

80

90

100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

健
全
性

（指
標
値
）

供用年数

図-15 劣化曲線（タクジトンネル）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

▼限界水準

▼目標水準

現時点

予防保全

対症療法

a=0.039

(27年)

(27年) 5年 32年 32年 32年

16年 43年 43年
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値
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図-14 劣化曲線（仲尾トンネル）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

▼限界水準

▼目標水準

現時点

予防保全

対症療法
a=0.013

(55年)

(55年)

19年 74年

1年 56年 56年
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2.3 ライフサイクルコストの算出

今後 100 年間における対症療法と予防保全の費用を算出し、コスト縮減額を算出した。

図-16 予防保全と対症療法の比較

※劣化曲線は前回の⻑寿命化修繕計画資料を参考

※対症療法の補修工事費の算出
ž 予防保全(Ⅱ)の指標値は 60 である。
ž 対象療法(Ⅲ)の指標値は 30 である。

上記のことから対症療法時の補修工事費を予防保全時の補修工事費の 2倍と推定した。

【効果】

・予防保全の場合、現在から１５年までの初期の段階では、対症療法型より負担が多く

なります。

・予防保全による長寿命化の実施によって、従来の対症療法型が約５億７千万円と推定

されるのに対し、予防保全型の場合は、約4億１千万円となり、約１億６千万円のコ

スト縮減効果が見込まれます。

効果の算出については、今後、道路トンネルの定期点検等のデータを蓄積していくこ

とで、精度向上が図れるため、現計画の値に固定化されるものではありません。

１～５ ６～１０ １１～１５ １６～２０ ２１～２５ ２６～３０ ３１～３５ ３６～４０ ４１～４５ ４６～５０ ５１～５５ ５６～６０ ６１～６５ ６６～７０ ７１～７５ ７６～８０ ８１～８５ ８６～９０ ９１～９５ ９６～１０0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100
7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090

仲尾 5,439 5,439

タクジ 5,486 5,486 5,486
仲尾 49,390 49,390
タクジ 44,858 44,858 44,858

7,090 74,495 126,443 133,533 140,623 147,713 154,803 161,893 219,327 226,417 233,507 240,597 302,516 309,606 367,039 374,129 381,219 388,309 395,399 402,489 409,579

7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090 7,090
仲尾 10,378 10,378
タクジ 9,472 9,472
仲尾 98,780 98,780
タクジ 89,716 89,716

7,090 14,180 21,270 28,360 243,796 250,886 257,976 265,066 272,156 279,246 286,336 293,426 399,703 406,793 413,883 420,973 428,063 435,153 442,243 558,491 565,581 72%

点検・策定

詳細
設計

補修
工事

合計（累計）

経過年数

予
防
保
全

対
症
療
法

点検・策定

詳細
設計

補修
工事

合計（累計）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100
予防保全 7,090 74,495 126,443 133,533 140,623 147,713 154,803 161,893 219,327 226,417 233,507 240,597 302,516 309,606 367,039 374,129 381,219 388,309 395,399 402,489 409,579
対症療法 7,090 14,180 21,270 28,360 243,796 250,886 257,976 265,066 272,156 279,246 286,336 293,426 399,703 406,793 413,883 420,973 428,063 435,153 442,243 558,491 565,581

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

金
額
(
千

円
)
：
累

計

経過年数

(単位：千円)

予防保全

対症療法

コスト縮減
約１億６千万円
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2.4 長寿命化修繕計画一覧表

(10年間で健全性の判定区分Ⅱの施設を補修する案　施設番号順)

 延長 幅員
2022 (R04) 2023 (R05) 2024 (R06) 2025 (R07) 2026 (R08) 2027 (R09) 2028 (R10) 2029 (R11) 2030 (R12) 2031 (R13) 2032 (R14)

(m) (m)

0
仲尾･タクジ
トンネル

点検
策定

7,090
点検
策定

7,090
点検
策定

7,090

1
仲尾

トンネル
S001 1919 30.0 5.00 Ⅱ 設計 5,439 補修 49,390 1

2
タクジ

トンネル
S001 1995 8.4 9.3 Ⅱ 設計 2,225 補修 3,451 2

3 〃 S002 〃 7.7 〃 Ⅱ 補修 3,451 3

4 〃 S003 〃 7.7 〃 Ⅱ 補修 3,451 8

5 〃 S004 〃 8.0 〃 Ⅱ 補修 3,451 12

6 〃 S005 〃 7.4 〃 Ⅱ 補修 3,451 13

7 〃 S006 〃 10.4 〃 Ⅰ 26

8 〃 S007 〃 10.4 〃 Ⅰ 32

9 〃 S008 〃 10.4 〃 Ⅰ 30

10 〃 S009 〃 10.4 〃 Ⅱ 設計 3,260 補修 3,451 5

11 〃 S010 〃 10.4 〃 Ⅰ 17

12 〃 S011 〃 10.4 〃 Ⅰ 21

13 〃 S012 〃 10.4 〃 Ⅰ 34

14 〃 S013 〃 10.4 〃 Ⅰ 40

15 〃 S014 〃 10.4 〃 Ⅰ 26

16 〃 S015 〃 10.4 〃 Ⅰ 26

17 〃 S016 〃 10.4 〃 Ⅱ 補修 3,451 14

18 〃 S017 〃 10.4 〃 Ⅰ 37

19 〃 S018 〃 10.4 〃 Ⅰ 23

20 〃 S019 〃 10.4 〃 Ⅰ 34

種別・金額 種別・金額 種別・金額
施設名

番
号

健
全
性 種別・金額 種別・金額種別・金額

ス
パ
ン

建

設

年

次 種別・金額

優
先
順

(単位 千円)

種別・金額 種別・金額 種別・金額 種別・金額
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(10年間で健全性の判定区分Ⅱの施設を補修する案　施設番号順)

 延長 幅員
2022 (R04) 2023 (R05) 2024 (R06) 2025 (R07) 2026 (R08) 2027 (R09) 2028 (R10) 2029 (R11) 2030 (R12) 2031 (R13) 2032 (R14)

(m) (m)

21 〃 S020 〃 10.4 〃 Ⅱ 補修 3,451 11

22 〃 S021 〃 10.4 〃 Ⅰ 37

23 〃 S022 〃 10.4 〃 Ⅰ 37

24 〃 S023 〃 10.4 〃 Ⅱ 補修 3,451 9

25 〃 S024 〃 10.4 〃 Ⅰ 32

26 〃 S025 〃 10.4 〃 Ⅰ 36

27 〃 S026 〃 10.4 〃 Ⅰ 23

28 〃 S027 〃 10.4 〃 Ⅰ 23

29 〃 S028 〃 10.4 〃 Ⅰ 15

30 〃 S029 〃 10.4 〃 Ⅰ 26

31 〃 S030 〃 10.2 〃 Ⅱ 補修 3,451 10

32 〃 S031 〃 7.3 〃 Ⅰ 30

33 〃 S032 〃 7.3 〃 Ⅱ 補修 3,451 7

34 〃 S033 〃 7.8 〃 Ⅰ 18

35 〃 S034 〃 7.5 〃 Ⅰ 15

36 〃 S035 〃 7.8 〃 Ⅱ 補修 3,451 6

37 〃 S036 〃 7.8 〃 Ⅰ 22

38 〃 S037 〃 7.8 〃 Ⅰ 19

39 〃 S038 〃 7.5 〃 Ⅰ 19

40 〃 S039 〃 9.4 〃 Ⅱ 補修 3,451 4

R04 7,090 R05 5,439 R06 49,390 R07 0 R08 0 R09 7,090 R10 2,225 R11 17,253 R12 3,260 R13 27,605 R14 7,090

種別・金額 種別・金額 種別・金額
施設名

番
号

健
全
性 種別・金額 種別・金額種別・金額

ス
パ
ン

建

設

年

次 種別・金額

優
先
順

(単位 千円)

種別・金額 種別・金額 種別・金額 種別・金額


